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Weekly Report 

 会長あいさつ    
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2024-25年度会長  佐藤 信雄 

福島中央ロータリークラブ会報 

 台風１０号は今までに無い長期にわたり日本に停滞し、

各地に甚大な被害をもたらしました。 

幸いにも福島県には大きな被害がありませんでしたが、

被害に合われた方にお見舞い申し上げます。 

さて、９月は「基本的教育と識字率向上月間」です。 

日本では考えられませんが世界に目を転じると、読み書

きのできない15歳以上の人は7億7500万人いると言

われております、これは世界人口の17％に当たります。

また学校に通っていない子供は6700万人と言われて

います。 

 読み書きを教えることは、一生使えるスキルを教えるこ

とです。 

 読書は無知を克服するための強力な手段で、ロータリーが支援する「読書プログラ

ム」は、何よりも素敵な贈り物になっています。 

 奉仕プログラムとして水と衛生設備の改善プログラムで、例えばレバノンでは全て

の公立学校にきれいな水を提供する設備を整えました。 

 現在、当クラブにフィリピンのタクロバンRCからの要請で、井戸の改修と浄水設備

支援の要請が南クラブを通じてきております。 

 その中身が明確になっていないために理事・役員会でも検討が中断しております

が、その中身が明確になり、グローバル補助金の対象となり実施可能なことが判明

すれば、35周年記念事業として検討してみたいと思っております。 

 会員増強につきましては、会員1人が1人以上の新会員を紹介していただきたく

ペーパーをお配りいたしました。本来なら箭内会員増強委員長からご案内するとこ

ろですが、本日ご欠席ですので私から申し上げました。 

 会員増強は当クラブの重要な課題でありますので、よろしくお願いいたします。 

 また、新会員の皆様には1日も早く当クラブになじんでいただき、ご活躍頂けるこ

とを願っての歓迎会を企画いたします。近くご案内いたしますのでご参加いただき

たくお願いいたします。 

 

 次に例会の会長挨拶でお話しした「東京六本木RCへのメーキャップ」です。 

 先日の理事・役員会で11月18日（月）に行いたいと思います。お手元の資料をご覧

ください。 

 前日の17日（日）8時19分発の新幹線で東京に向かい、はとバス「東京3名所シン

フォニーランチクルーズ」コースで昼食をはさんだ東京視察を行い、夕食の後ホテル

ヴィアインプライム赤坂に宿泊します。夕食は赤坂離宮を考えましたが料金が

18,150円とお高いので他を探します。 

2024年9月4日(水) 
第8回（通算1595回）  

ウェディング エルティ 

「新会員スピーチ 佐々木 臣樹会員」 

例 会 次 第  

 
◆開会点鐘  佐藤 信雄会長 
◆国歌斉唱「君が代」 
   ロータリーソング「奉仕の理想」   

ソングリーダー 齋藤 康隆会員 
◆「四つのテスト」唱和   

職業奉仕委員会 佐藤 龍史委員長 
◆9月会員及びパートナーの誕生祝 
◆会長あいさつ  佐藤 信雄会長 
◆お食事をどうぞ 
◆幹事報告  多田 憲司幹事 
◆各委員会報告 
 ・１０月のプログラム紹介      

プログラム委員会 宍戸 宏行委員長 
 ・ニコニコＢＯＸ委員会報告   

植木 博隆委員 
◆新会員スピーチ 佐々木 臣樹会員 
◆閉会点鐘  佐藤 信雄会長 

 翌18日（月）は9時過ぎにホテルを出発し、迎賓館赤坂離宮を見学した後に、東京六本木RCメーキャップを行い、その後各自自

由行動で東京発17時の新幹線で帰福する計画です。 

 費用ですが、裏面をご覧ください。概算ですが1人40,100円です。ただし1日目の夕食は含んでいません。また、新幹線とホテル

のパックですので、大人の休日クラブ（ジパング）に加入している会員の方もいらっしゃると思いますがこれは使えません。インバウ

ンドの影響で東京のホテルは大変込み合っており、空き室が16室しかなく参加上限は16名です。早めに申し出てください。また以

前、歌舞伎をご案内したのですが、公演が「歌舞伎への紹介」と魅力に欠けるものがあるので「はとバス」としました。 

 帰りの新幹線ですが、17時発でそれ以前は乗車できませんが、17時以降は自由席での乗車は可能です。よって帰りの時間は希

望を募りたいと思います。 

 また、自由時間ですが上野にある国立西洋美術館では「モネの睡蓮」、東京美術館は「田中一村 奄美の光魂の絵画」、東京国立博

物館では「国宝指定50周年特別展「はにわ」」が展示されています 

 過去に東京RCへのメーキャップを行った際はバスをチャーターして、旅行代理店の本間元会員が同行していましたが、今回はプ

ロの案内人がおりません。その点ご不便をおかけすると思いますがよろしくお願いいたします。 

 3点目ですが、猪苗代水草清掃を10月19日（土）に予定しております。皆様のお手伝い・ご参加をよろしくお願いします。 

 以上連絡事項を含めた会長挨拶といたします。 
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 みなさん こんにちは。 

 改めまして、７月に福島中央ロータリークラブに新会員と

して入会させていただきました東邦銀行方木田支店・大森

支店の佐々木臣樹と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 本日は、せっかくの機会でございますので、自己紹介と私

の職場である東邦銀行のお話をさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、自己紹介ですが、私は昭和４９年生まれの５０歳で

す。銀行では支店長という立場で、ベテランの扱いですが、

ロータリークラブの先輩方の中に入りますと若手中の若手

でして、人生１００年時代といわれる昨今を考えましても人

生の折り返しにようやく差し掛かったあたりの若輩者でご

ざいます。 

 銀行へは平成９年に入行しました。郡山で５年、いわきで４

年の営業店での勤務を経て本部の営業統括部という部署に

配属されまして、その後、本部で１５年勤務の後、前任店で

郡山荒井支店の支店長を３年間務め、７月に方木田支店に

着任いたしました。 

 私くらいの年齢ですと、だいたい８～９ヵ店の転勤を経験

しているものなのですが、私は本部勤務が１５年間と長かっ

たこともありまして、普通の銀行員の半分くらいの転勤経験

となっております。 携わってきた業務もちょっと変わって

おりまして、特に本部勤務の１５年間は色々なことをやって

きました。営業統括部という部署はその名の通り東邦銀行

の営業をつかさどる部署でございまして、大きい役割で言

いますと各営業店の予算（目標）を立てるとともに営業推進

の旗振りと営業係数の管理を行ったり、商品や営業施策の

企画、店舗・ATMネットワーク等の企画、インターネットバン

キングの企画・運営、広告・PR業務、そしてCSやお客様相談

室の運営など非常に多岐にわたる業務を行います。いくつ

かの仕事を経験して、店舗やATMネットワークの企画担当

となりましたが、この仕事に携わったことが本部勤務の長期

化につながりました。店舗企画の仕事は、営業エリアのマー

ケット調査を行い、店舗展開をどのように行っていくのかを

企画する仕事でして、マーケットの動きを見ながら新店舗を

企画したり既存店舗の役割を考えたり、来店誘致するため

に店舗のレイアウトを変更したり、老朽化を踏まえて店舗の

改修や建て替えを行ったりといったことが主な業務となり

ます。非常に絶妙なタイミングだったのですが、私が店舗企

画の担当者になって半年後くらいに東日本大震災が起こり

ました。 

震災によって皆様の会社の社屋や個人のご自宅も大き

なダメージを負われたかと思いますが、銀行も極めて大き

なダメージを負いました。天井が落ちてしまった店舗や半壊

した店舗、各市役所等に入居していた店舗は庁舎に倒壊の

恐れがあり退去せざるを得ない状況になったり、数えれば

きりがないくらい沢山の出来事が起こりました。それを一つ

ひとつ整備して復興に向けて新たな施策を打っていくと

いった業務に携わることになったのですが、これがとにかく

激務でした。 

その頃の銀行の役割は、混乱する県内や隣県において安

定的な金融サービスを提供することでした。わかりやすいも

ので言いますと、避難者が多かった山形の米沢や宮城の名

取エリアへ新店舗を出店したり、ATMと窓口を搭載した移

動店舗車を構築して被災地を巡回したり、全国各地に非難

された方々が各地の地方銀行のATMを無料で使えるよう

にするために各地域金融機関とATM提携を行ったりという

ものでした。当時はまだまだ対面でのお取引が主だったこ

ともあり、銀行の役割はいわゆる有人の店舗にできる限り

お客さまにご来店いただき、銀行のサービスをご利用いた

だくというものであったので、店舗はできる限り利便性の

高い立地に構え、駐車場も広く確保するというのがメインの

考え方だったのですが、この直近５年間くらいの激動の中、

銀行が担うべき役割も大きく変わってきたように感じてい

ます。 

 背景としては、やはりコロナによる非対面取引の拡大と

キャッシュレス化の進展、人口減少等があげられるかと思い

ます。もともとITやAIが世の中に浸透してきた背景があり

ながら、そうしたものの必要性が大きくなって、そして急激

に高まっていきました。な

るべく人と接しない・不要

不急の外出は避けるとい

うことで、できる限り窓口

に来店せず、スマートフォ

ンや電話で取引ができる

ためのインフラを整備する

ことやカードや電子マネー

でできる取引の拡大を展

開していくことが銀行の役

割として強く求められるよ

うになったと感じます。 

新会員スピーチ 

東邦銀行   佐々木 臣樹会員 
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 大体のことが銀行に来なくてもできるようになったのです

が、一方で、より求められるようになった業務は様々なコン

サルティングの業務です。銀行単体ではできないことも

様々な先と業務提携をすることにより様々なお客さまのお

悩み・不安解消のお役に立てるようになりました。色々な提

携先があるのですが、その中の一つには結婚相手のマッチ

ングを行うようなサービスもあります。だんだん何屋さんか

わからなくなってきますが、それだけお客さまは多用な課

題を抱えており、沢山の情報を取り扱う銀行だからこそお

客さまのお役に立てる局面が増えているのだろうと感じま

す。 

当行は今年の４月からTXプラン２０３０という長期経営

計画を策定し、お客さま1社1社の事業価値向上とお客さま

一人ひとりの豊かな暮らしづくりの実現に向けた６年間の

計画をスタートいたしました。最後にこのTXプランについ

て若干お話しさせていただきます。 

長期経営計画の基本方針として 

基本方針① 地域・お客さまとの価値共創、基本方針② 当

行グループの成長戦略の２つを立てておりますが、本日は

①つめの地域・お客さまとの価値共創について若干紹介い

たします。先ほども申しましたが、法人のお客さまの事業価

値が向上し、個人のお客さま一人ひとりが豊かに暮らせる

地域社会を作ることが、当行グループの成長にもつながる

価値共創のミッションととらえておりまして、それを実現す

る具体的な取り組みとしまして１０項目のターゲットを選定

しています。２枚目のペーパーをご覧ください。左側に示し

ている１０項目が重点的に今後当行が取り組むべき分野と

して設定したものです。 

 中でも少子高齢化を背景としたターゲット①の「人材不足

への対応」は、地域における最重要課題ととらえています。

震災や原発事故により住み慣れた土地を離れざるを得な

かった県民の方々も多く、福島県の人口は震災前が２１０万

人でしたが、現在は１８０万人程度と約３０万人、人口が減少

しました。そしてその流れはこれから更に加速していき、さ

らに２０４０年には約４０万人が減少すると予想されていま

す。金融機関に対し何を求めるかというお客さまのアンケー

トの上位に人材紹介が挙げられているように人的資源の持

続的確保は地域社会において重要なテーマであり、当行に

おいても多様な人材とお客さまのマッチングに向けた人材

紹介サービスの充実を図っています。人材不足に伴う省力

化についても関連会社との連携によりＩＴ活用・ＤＸソリュー

ションをワンストップで提供していきます。人材の確保・育

成・定着化はすべての企業における喫緊の課題でございま

すので、人材紹介から人事制度・福利厚生制度等の策定支

援などで課題解決に向けたお手伝いをさせていただきたい

と考えます。また、法人のお客さまに対しては、資金供給を

お手伝いするターゲット③の「金融コンサルティング」や地域

経済の活性化を促進するターゲット④の「創業・成長・経営

支援」、お客さまをよく知り、お客さまが必要とする情報を

タイムリーにお届けするターゲット⑤の「事業性評価・有益情

報提供」が不可欠でした。 また、②「脱炭素促進支援」につ

いては世界的な大きな課題でありますが、もはや１企業にお

いてもその課題解決に向けた動きが求められてきていま

す。大きな課題ですので、業種によってはピンとこない部分

もあるかと思いますが、まずは自社の二酸化炭素排出量を

知るために測ることや減らすことによるメリットを踏まえた

各種取り組みの紹介などを行っています。 

一方、個人のお客様に対しては豊かなくらしづくりをサポー

トするターゲット⑦の「ライフイベント・サポート」やターゲット

⑧の「資産形成・運用」および資産承継ニーズを踏まえた

ターゲット⑨の「相続・信託」が必須項目となりました。 

 現在も、お客さまの預金をお預かりしたりご融資したりす

るといった本業部分が軸にはなりますが、時代の変化とと

もに銀行に求められていることや銀行がお役に立てること

も非常に増えております。銀行も付加価値を提供できなけ

ればお客さまに選んでいただけない時代です。１０個のター

ゲットを中心に私たち東邦銀行はお客さまの課題解決に向

けて精一杯努めて参りますので是非なんでもご相談いただ

けますと幸いでございます。 

以上、最後はお願いとなってしまいましたが、私も、銀行業

務を通じては勿論ですが、これから福島中央ロータリークラ

ブの一員として少しでも地域のお役に立てるよう活動して

いく所存でございますので、改めましてよろしくお願いいた

します。 

 以上、とりとめのない話でしたが、私のスピーチとさせて

いただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 
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本日の出席率 
会員数          43名 

出席者総数        25名 

 うち出席免除会員出席  4/5名 

出席率      59.5％ 

■鈴木 和夫会員 
 ９月から後期高齢者の仲間入りしました。  
 
■宍戸 宏行会員 
 佐々木会員のスピーチ 楽しみにしております。  

安藤 正道 

石橋 真一 

植木 博隆 

亀岡 政雄 

川瀬 哲雄 

熊坂 友好 

今野 朗 

紺野 信 

斎藤 高紀 

齋藤 康隆 

坂本 和司 

佐々木 臣樹 

佐藤 和子 

佐藤 信雄 

佐藤 龍史 

宍戸 宏行 

菅谷 敏 

鈴木 和夫 

鈴木 努 

多田 憲司 

芳賀 裕 

平井 義郎 

山田 稔 

渡部九二五郎 

渡邊 英世 

 

  目標 200万円 

本日の投入額  25件  39,000円   

  累   計   259,000円 

Happy Birthday 

  ◆9月会員及びパートナーの誕生祝 

〈会員〉   

    9月12日 鈴木 和夫会員 

  9月14日 宍戸 宏行会員 

  9月17日 佐藤 和子会員 

  9月25日 渡部九二五郎会員 

            今野 朗会員 

〈パートナー〉   

    9月16日 植木 博隆会員のパートナー 

    9月20日 坂本 和司会員のパートナー 

             佐々木臣樹会員のパートナー 

    9月28日 川瀬 哲雄会員のパートナー 

10月のプログラム紹介 

宍戸 宏行 
プログラム委員長 

ニコニコBOX委員会報告 
植木 博隆委員 

1) 9月のロータリーレートは、1ドル１４６円です。 

2) 次週9月11日(水)の例会は、12:30～福島県教育会館にて開

催いたします。東邦銀行方木田支店ご担当者様より新NISA

のご案内です。会場準備は「公共イメージ委員会」の担当で

す。11：45までに集合をお願いいたします。 

幹 事 報 告   多田 憲司幹事 

日 付 内 容 時 間 会 場 

10月2日(水) 新会員スピーチ「川瀬 哲雄会員」 12:30 ウェディング エルティ 

10月9日(水) 地区会員増強委員会卓話 12:30 福島県教育会館 

10月16日(水) 祝日(10/14スポーツの日)休会     

10月23日(水) ホームミーティング ※登録料7,000円 18:30 ウェディング エルティ 

10月30日(水) ガバナー補佐訪問② 12:30 ウェディング エルティ 


